
 

 
 
 
 
 

 

「みどりの食料システム戦略」の実現に貢献する 

2030 年までに利用可能な技術を紹介！ 

～技術カタログ（Ver.2.0）を公開 
 

農林水産省は、みどりの食料システム戦略の実現に向け、戦略の各目標に貢献し、現場への普及が

期待される技術をとりまとめた「みどりの食料システム戦略」技術カタログを公開しています。 

カタログ（Ver.2.0）では、作目別に 81 件の技術を追加収録しており、技術開発の目指す姿・目

的、期待される効果、みどりの食料システム戦略における貢献分野（温室効果ガス削減等）、これまで

の研究開発成果・進捗状況、今後の開発スケジュール、技術の問い合わせ先等を記載していますの

で、ぜひご覧下さい。 

技術カタログ（Ver.2.0）の掲載事例 

 

（注）掲載技術の詳細につきましては、カタログ上部の「問い合わせ先」までご連絡ください。 

詳細は、農林水産省の HP をご覧下さい。 

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/catalog.html 
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地域と農政を結ぶ 
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川口市出身の井伊 誠さんは、会社勤めをしていた

際に仕事で訪れたカンボジアで現地の農業に触

れたことを契機に、会社勤務のかたわら府中市の市

民農園で野菜栽培を始め、農業への熱い思いが一層

高まったことから退社して農家を目指すこととしまし

た。 

まずは、小川町の農家で有機農法を１年間学び、翌

年からは寄居町の農家にて更に有機農法の研修を受

け、同町で 50a ほどの農地を借りられたことから、５年

ほど前に有機農法の露地野菜農家として自営就農し

ました｡現在は農地を増やして、普通畑１ha と田 30a の

経営規模で露地野菜、米、麦など約 70 品目を一人で

生産しています。昨年からは同町の農業委員会主催

の「よりい週末有機農業塾」の講師も務めています。 

販売先は、深谷市内のスーパーや近隣の飲食店のほか、宅配やネット販売にも取り組んでいま

す。また、近隣の小川町や嵐山町などで有機栽培に取り組む２５名のグループに加わり、近隣のス

ーパー４店舗にグループ専用の販売スペースを借りて委託販売も行っています。 

井伊さんにとって作物を育てる上で大事なことは何かとお聞きしたところ、「健全な土が病気にか

かりにくい健康な作物を育む」「与える肥料を少なめに

して健康な作物を育てることを心がける」「健康な作物

なら農薬はいらない(有機 JAS で認められた農薬であ

っても使わない）」「育てやすさ、売りやすさよりも『おい

しさ』を重視」をモットーに栽培に取り組んでいるとのこ

とでした。 

今後の目標については、「地域の荒れ地を減らすこ

とで、里山も含めた農の環境全体を復興させていくこ

とが必要であり、そのためには｢よりい週末有機農業

塾｣などもきっかけとして田畑を使う人を増やし、地域

環境の回復に結びつけたいですね。」と語ってくれま

した。 
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井伊 誠 さん 

圃場(写真奥がねぎ､手前は収穫終わりのトマト) 

～ 会社員を経て寄居町にて 

在来種、地域資源を大切に守る ～ 

寄居町 井伊  誠 さん 

 

出張先のカンボジアで農業に目覚め、帰国後寄居町で露地野菜を中心に年間約７０品目の

有機農産物を 1人で生産し、町の農業塾で講師も務めている井伊 誠さんをご紹介します。 


